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8月11日～9月10日

　
　
倉
俣
島
田
ヒ
ナ
さ
ん

　
戦
時
中
の
移
民
く
と
叫
ば
れ
て
い

た
昭
和
十
八
年
七
月
、
十
七
歳
で
満
州

開
拓
報
使
隊
と
し
て
一
か
月
開
拓
地
へ

行
き
ま
し
た
。
帰
り
に
三
江
省
前
で
撮

っ
た
中
里
村
で
は
、
た
だ
一
枚
の
貴
重

な
写
真
で
す
。

　
新
潟
港
を
出
港
し
、
五
泊
の
航
海
で

朝
鮮
の
羅
新
に
上
陸
、
そ
こ
か
ら
汽
車

で
開
拓
地
へ
向
い
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
ス
パ
イ
防
止
の
た
め
一
切

外
景
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
羅
新
の
街
の
清
潔
さ
と

汽
車
の
中
で
の
満
州
婦
人
の
大
き
な
体

に
ベ
ビ
ー
靴
の
よ
う
な
小
さ
な
靴
を
履

い
て
の
ヨ
チ
ョ
チ
歩
き
や
広
大
な
草
原
、

大
担
な
開
拓
地
は
、
今
な
お
写
真
を
見

る
度
に
忘
れ
ら
れ
ぬ
思
い
出
と
な
っ
て

い
ま
す
。

嶺暢暢蕩呈蕩呈嶺暢嶺諾席莞5翻暢轡蕩5蕩魯暢暢蕩る暢莞5轡蕩魯蕩1莞

翁
一
づ

く

■妊婦検診

　8月23日／13：30～14100／上村病院

■母親学級

　8月23日／12：45～13：00／上村病院／妊娠中の栄養

■3歳児検診（S60．4．2～60．7。31生）

　8月19日／13：00～14：00／保健センター

■3種混合　第1期（1回目）S60．9．1～S61．8。31生

　　　　　第2期　　　　　S59．9．1～S60．8．31生

　9月5日／14：00～15：00／総合センター／田沢地区、未接種者

　9月6日／14：00～15：00／総合センター／倉俣地区、貝野地区、

　　　　　高道山地区、清津峡地区

対象者に通知9月1日～9月14日■胃ガン検診

■老人健康検診

　9月6、8、9、10日／対象者に通知

12㈲
心配ごと相談日（老人福祉センタ…13：00～16：00
相談員　樋口永蔵）

⑭（日）
休日救急医（津南病院費65－3161）

15（月）
清田山自然運動公園まつり（清田山自然運動公園

10：00～P3参照）

16（火）
中里村成人式（総合センター受付9：00開式10：00〉

ふるさとはつらつフォーラム（PIO参照）

19㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00　相談員

藤田義一）陶芸教室（田沢地区体育館19：30～21：30）移動図

書館（重地、下山、田代12：00～13：35〉3歳児検診（右参照〉

⑳（日）
休日救急医（占藤医院盈65－300！）

22（月）
移動図書館（芋川、倉俣12：00～13：05〉

23（火）
妊婦検診、母親学級（右参照）

24㈱
高齢者講座

25（木）
社会教育短期大学（総合センター19：30～21：30）

26㈲
心配ごと・行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　江口行男、山田正平）

27（土）
善光寺街道を歩こう（P10参照）

⑳（日）
休日救急医（中条病院a57－3018）

30（火）
貝野地区婦人学級（貝野地区体育館19：30～21：30）

％㈲
胃ガン検診　％～％

2㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員藤田義一）陶芸教室（田沢地区体育館19：30～
21：30）移動図書館（重地、下山、田代12：00～13：35）

④（日）
中里村消防団秋季演習（田沢小学校グランド8：00～）
休日救急医（上村病院費63－2111）

5（月）
移動図書館（芋III、倉俣12：00～13：05）

3種混合（右参照）
交通事故移動相談所（十日町市役所10100～15：00）

6（刈
3種混合・老人健康検診（右参照）

木版画教窒（総合センター19：30～21：30）

9㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　根津敬）

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

　
ど
っ
ち
が
間
違
っ
て
い
る
の

か
手
が
合
わ
な
い
よ
。
子
ど
も

た
ち
の
夏
休
み
は
、
朝
の
ラ
ジ

オ
体
操
で
一
日
が
始
り
ま
す
。

　
毎
日
毎
日
、
眠
い
目
を
こ
す

り
な
が
ら
神
社
に
集
ま
っ
て
き

ま
す
。
体
操
が
終
っ
て
か
ら
首

に
つ
る
し
た
カ
ー
ド
に
出
席
し

た
判
を
つ
い
て
も
ら
い
う
れ
し

そ
う
で
し
た
。

12

編
集
後
記

　
村
で
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
村
づ
く
り
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
地
域
の
活

性
化
に
意
欲
の
あ
る
人
た
ち
に

対
し
て
、
国
内
及
び
国
外
の
先

進
地
の
調
査
活
動
を
援
助
す
る

「
村
民
研
修
事
業
」
を
昭
和
六

十
二
年
四
月
か
ら
行
っ
て
い
ま

す
。
個
人
、
専
グ
ル
ー
プ
は
問
い

ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
研
修

事
業
を
利
用
し
て
下
さ
い
。
詳

し
い
こ
と
は
、
役
場
開
発
課
に

問
合
せ
下
さ
い
。
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：
長
い
梅
雨
が
よ
う
や
く
明
け
、
ジ
リ
ジ
リ
と
太
：

．
・
陽
が
照
り
つ
け
る
季
節
、
夏
。
こ
の
季
節
に
は
…

：
各
地
で
次
か
ら
次
へ
と
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

：
こ
の
祭
も
曹
と
今
と
で
は
、
様
相
が
変
わ
っ
て
…

：
き
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
各
集
落
で
行
わ
れ
る
…

・
・
祭
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●●●●●●

　
　
　
　
騨

盆
す
ぎ
か
ら

　
　
　
　
ま
つ
り
が
い

っ
ぱ
い

　
村
内
の
夏
祭
は
、
盆
す
ぎ
か

ら
九
月
に
か
け
て
集
中
し
、
神

社
の
境
内
か
ら
毎
日
ど
こ
か
で

レ
コ
ー
ド
の
音
が
流
れ
る
の
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
の
場
合
を
み
ま
す
と
左

表
の
よ
う
に
、
七
月
二
日
の
鷹

羽
を
皮
切
り
に
九
月
二
十
一
日

の
倉
俣
ま
で
至
る
所
で
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
祭
も
最
近
で
は
、
勤

め
人
が
多
く
な
り
、
従
来
か
ら

決
め
ら
れ
て
い
る
祭
の
日
を
、

毎
年
同
一
日
と
せ
ず
に
土
、
日

曜
日
に
変
更
し
て
や
っ
て
い
る

所
が
十
一
集
落
あ
り
、
年
々
増

え
て
き
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　
ま
た
、
祭
の
準
備
（
飾
り
つ

け
）
な
ど
も
、
若
い
人
た
ち
の

流
出
や
仕
事
の
関
係
か
ら
、
今

で
は
青
年
中
心
か
ら
、
集
落
ぐ
る

み
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

祭
の
活
性
化
は

　
村
お
こ
し
へ
の
近
道

　
祭
と
い
え
ば
、
ど
こ
の
集
落

で
も
夜
に
は
境
内
い
っ
ぱ
い
に

大
き
な
輪
が
何
重
と
な
く
で
き

夜
が
更
け
る
ま
で
、
踊
り
を
や

っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
共

に
、
踊
り
こ
そ
停
滞
し
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
に
変
わ
り
カ

ラ
オ
ケ
大
会
や
芸
能
大
会
、
み

こ
‘
し
な
ど
を
行
う
集
落
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
八
月
二
十
九
日

の
山
崎
花
火
大
会
と
翌
三
十
日

行
わ
れ
る
上
山
演
芸
会
は
、
村

を
代
表
す
る
も
の
で
、
近
隣
市

町
村
か
ら
も
大
勢
の
見
物
客
が

来
て
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
近
年
、
　
「
村
お
こ
し
」
　
「
地

域
の
活
性
化
」
な
ど
と
叫
ば
れ

て
い
る
中
で
、
昔
か
ら
伝
わ
る

各
集
落
の
祭
こ
そ
が
、
そ
の
原

占
で
あ
り
一
翼
を
な
す
も
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
村
の
活
性

化
の
た
め
に
各
集
落
で
趣
向
を

こ
ら
し
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
よ
・
つ
。

撃

　
ん
　
さ勇
　
辰部

桂
服

ま
つ
り
の
今
昔

　
昔
、
ほ
か
部
落
に
祭
が
あ
る

と
青
年
が
大
勢
で
、
五
キ
ロ
で

も
六
キ
ロ
で
も
夜
祭
と
い
っ
て

歩
い
て
出
掛
け
、
踊
り
の
輪
を

大
き
く
、
に
ぎ
や
か
に
し
て
や

る
の
が
取
持
ち
で
し
た
。

　
踊
り
が
終
り
、
そ
の
中
に
知

人
な
ど
が
い
る
と
そ
の
部
落
の

青
年
や
村
人
は
、
夜
食
食
い
に

家
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
る
の

で
す
。
そ
の
時
、
夜
店
で
菓
子

一
袋
買
っ
て
行
き
御
馳
走
に
な

っ
た
も
の
で
し
た
。
懐
し
く
思

い
ま
す
。

　
今
の
祭
は
、
部
落
だ
け
の
踊

り
で
昔
に
比
べ
れ
ば
淋
し
い
が
、

翌
日
は
み
こ
し
で
ワ
ッ
シ
ョ
イ

と
に
ぎ
や
か
で
す
。
ま
た
、
手

料
理
か
ら
仕
出
し
料
理
と
時
代

の
流
れ
は
変
わ
り
ま
し
た
。

まつりは最高だね

上山

上原賢一郎さん

年
々
に
ぎ
や
か
な
演
芸
会

　
上
山
の
祭
、
演
芸
会
も
今
年

で
十
三
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

年
々
に
ぎ
や
か
に
な
つ
て
い
ま

す
。
一
つ
の
行
事
を
長
い
間
続

け
る
こ
と
は
、
役
員
の
人
達
の

大
変
な
骨
折
り
も
あ
り
ま
す
が
．

村
内
多
数
の
皆
さ
ん
万
の
取
持

ち
が
何
よ
り
も
大
き
な
カ
と
な

つ
て
い
ま
す
。

　
上
山
は
隣
組
が
十
あ
り
各
隣

組
で
一
つ
の
出
し
物
を
演
じ
ま

す
。
踊
り
、
寸
劇
、
バ
ラ
エ
テ
．

イ
ー
シ
ョ
ウ
と
笛
年
趣
向
に
富

ん
だ
出
し
物
で
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。
今
年
は
隣
組
コ
ー
ナ

ー
と
フ
ロ
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ウ
、

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ウ
、
歌
謡
浪
曲

の
組
み
合
わ
せ
で
す
。

　
父
ち
ゃ
ん
、
田
ち
ゃ
ん
が
一

生
懸
命
で
舞
台
に
立
ち
ま
す
。

’碍，

如来寺

池田　美和さん

　
　
ま
つ
り
大
す
き

　
わ
た
し
は
、
ま
つ
り
で
『
番

楽
し
み
に
し
て
い
る
の
は
夜
店

で
す
。
そ
れ
は
、
お
こ
つ
か
い

を
も
ら
っ
て
ほ
し
い
も
の
を
か

2
輪

’88まつりカレンダー

鷹羽

東田沢　豊里

新屋敷

新里

桔梗原

芋川

市之越

白羽毛

堀之内

角間　西方

高道山

程島　、田代

桂　原町　重地

下山　清田山

朴木沢　朴木沢新田

土倉　西田尻

通り山

東田尻

芋沢　田沢　田中

如来寺　芋川新田

干溝　小出　宮中

本屋敷

上山　山崎　荒屋
倉下

小原　葎沢

倉俣

欝
，
鋤

　　11

　　12

　　15

15～16

16～17

24～25

⑳
17～18

18～19

19～20

20～21

21～22

22～23

25～26

26～27

27～28

29～30

30～31

轡
3～4
20～21

太字は、毎年変わる集落

つ
た
り
め
ず
ら
し
い
物
が
た
く

さ
ん
う
っ
て
い
て
、
見
て
い
る

だ
け
で
も
た
の
し
い
か
ら
で
す
。

　
そ
し
て
、
お
き
ゃ
く
さ
ん
が

き
て
、
と
ま
っ
た
り
す
る
の
も

と
て
も
た
の
し
み
で
す
。
ま
た
、

花
火
を
見
る
こ
と
も
楽
し
み
で

す
。
か
わ
っ
た
花
火
、
大
き
い

花
火
、
き
れ
い
な
花
火
が
い
ろ

い
ろ
あ
っ
て
し
ゃ
く
玉
が
上
が

る
と
火
花
が
自
分
の
万
に
お
ち

て
き
そ
う
で
お
ど
ろ
き
ま
す
。

　
早
く
ま
つ
り
が
く
る
と
い
い

な
あ
と
思
い
ま
す
。

梅戴聾

』」　　　　．　　・、　、、、義、

　　滝つぽからくんできた水を奉納

獅
子
と
竜
神
に

　
　
　
　
　
ロ
マ
ン
を
求
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
七
ツ
釜
ま
つ
り
に
ぎ
わ
う

　
古
く
か
ら
伝
わ
る
水
と
り
神

事
や
一
六
〇
年
ほ
ど
の
伝
統
を

も
つ
神
楽
の
上
演
を
す
る
田
代

七
ツ
釜
ま
つ
り
が
七
月
十
七
日

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
の
七
ツ
釜
キ
ャ
ン
プ
場

は
、
村
内
外
か
ら
五
〇
〇
人
ほ

ど
の
家
族
づ
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ

う
な
か
、
水
と
り
神
事
で
祭
は

始
ま
り
ま
し
た
。

　
ミ
ノ
、
カ
サ
姿
の
人
た
ち
が

八
十
メ
ー
ト
ル
下
の
滝
つ
ぼ
か

ら
く
ん
で
き
た
水
を
神
前
に
奉

　
　
　
　
　
　
ご
　
こ
く
ほ
う

納
し
、
今
年
の
五
穀
豊
じ
ょ
う

を
願
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
東
頸
域
地
方
か

ら
伝
わ
っ
て
き
た
と
い
う
神
楽

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
は
獅
子
か
ら

ひ
と
り
ず
つ
頭
を
か
ん
で
も
ら

い
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
は
こ
の
ほ
か
に
、
金

魚
、
ド
ジ
ョ
ウ
す
く
い
や
腕
相

撲
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
な
か

で
も
腕
相
撲
に
は
、
大
人
や
子

供
が
大
勢
参
’
加
し
、
優
勝
賞
品

の
マ
イ
タ
ケ
三
キ
ロ
を
目
指
し

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

力自慢が勢ぞろい

フード、トライアルラリー

　　10：30一一11：00魚のつかみどり

　11：00～玉1：30

　13：00～玉3：30

この他にもおもし

ろいことたくさん
あるよ　　　　ノ

模璽飛行機づくり

　10：00～12：00
。　鉱

バーベキュー

ソーメン流し
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倉俣・」・

、
楼
，
篶
館
籠
，
鵠
別
教
室

灘
灘
、
，
、
：
改
築
始

田刑旺囲旺圧冊

［コ

驚

ま
る

　
こ
の
程
、
村
で
は
待
望
の
倉
俣
小
学
校
特
別
教

室
・
体
育
館
の
改
築
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
従
来
の
建
物
を
取
壊
し
、
そ
の
跡
地
に
教
室
の

上
に
体
育
館
が
乗
っ
か
る
と
い
う
独
特
の
建
物
で

来
年
三
月
に
完
成
の
予
定
で
す
。

　
旧
校
舎
の
特
別
教
室
棟
は
、
昭
和
二
十
八
年
に
、

ま
た
、
体
育
館
は
翌
年
の
昭
和
二
十
九
年
に
建
築

さ
れ
、
そ
の
脇
に
村
内
初
の
鉄
筋
コ
ン
タ
リ
ー
ト

造
り
の
校
舎
が
昭
和
四
十
八
年
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
木
造
の
特
別
教
室
・
体
育
館
は
、

思い出多き校舎、体育館

老
朽
化
が
激
し
く
、
昨
年
耐
力
度
調
査
を
実
施
し

危
険
校
舎
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

総
工
費
2
億
4
千
万
円
で
着
手

　
新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
〆
リ
ー
ト
三
階
建
て
で
、

一
階
に
特
別
教
室
（
図
工
室
、
音
楽
室
、
理
科
室
、

家
庭
科
室
、
視
聴
覚
室
、
放
送
室
）
、
二
、
三
階

が
体
育
館
に
な
り
ま
す
。
延
面
積
は
一
、
五
六
五

㎡
で
す
。

　
工
事
は
、
中
里
中
学
校
と
田
沢
小
学
校
を
建
築

し
た
前
田
建
設
工
業
株
式
会
社
北
陸
支
店
が
、
二

億
四
千
三
百
万
円
で
請
負
い
ま
し
た
。

中里中
薙
則
漿
－
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
じ
じ
ロ
　
　
　
　
む
み

氷鰍

熾
－
獄
巻
蹴
あ
欝
騰
懲
爆
蹄
．
、
，
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ー
ル
開
き

グランド脇に完成したプール

木造校舎さようなら、お別れ会
蒋
“
、

　
ヰ
学
校
統
合
以
来
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
中
里
中

学
校
プ
ー
ル
が
こ
の
程
完
成
し
、
七
月
二
十
二
日

竣
工
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
中
で
生
徒
代
表
の
大
島
栄
治
君
は
、
「
今

ま
で
田
沢
小
学
校
な
ど
の
プ
ー
ル
を
借
り
練
習
し

て
き
た
が
思
う
よ
う
に
泳
げ
な
か
っ
．
た
。
今
度
は

思
い
切
り
泳
げ
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
プ
ー
ル
を
作

っ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
。
大
切
に
使
っ
て
い

き
た
い
」
と
喜
び
の
言
葉
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
早
速
全
校
生
徒
は
、
出
来
た
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
の
プ
ー
ル
に
次
々
飛
び
込
み
歓

　
　
　
　
　
　
　
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
完
成

　
　
　
　
　
　
　
し
た
プ
ー
ル
本
体
は
、
強
化
プ

　
　
　
　
　
　
　
ラ
ス
チ
ッ
タ
製
で
幅
十
七
m
、

　
　
　
　
　
　
褥
に
講
歓
伽
曇

　
　
　
　
　
　
　
ラ
ッ
ク
ス
な
も
の
で
総
工
費
は

　
　
　
　
　
　
　
四
、
八
五
〇
万
円
で
し
た
。

4

粥’

マL惜
、
羅

羅
昌
、
繋

毒

第、2回磯商大会

づ

　
長
い
梅
雨
の
中
、
村
民
の
願

い
が
天
に
通
じ
た
か
の
よ
う
に

朝
か
ら
晴
れ
わ
た
っ
た
七
月
二

十
四
日
、
第
十
二
回
村
民
体
育

大
会
が
中
里
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
例
年
ど
お
り
村
内

六
チ
ー
ム
に
分
か
れ
各
チ
ー
ム
■

　
　
　
霧
輪

共
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
大
応
援

の
中
、
障
害
物
レ
ー
ス
や
綱
引

き
な
ど
十
三
種
目
の
競
技
を
炎

天
の
下
で
白
熱
し
た
戦
い
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
最
後
の
種
目
の

村
民
大
リ
レ
ー
で
は
、
逆
転
優

勝
を
目
指
し
健
闘
し
ま
し
た
が
、

第
六
チ
ー
ム
が
二
位
と
わ
ず
か

四
点
差
で
逃
げ
き
り
見
事
優
勝

旗
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

（
成
績
）

一
位
第
六
チ
ー
ム
（
貝
野
地

　
　
　
区
）

二
位
　
第
一
チ
ー
ム
（
芋
沢
、

　
　
　
田
沢
、
東
田
沢
、
桂
、

　
　
　
如
来
寺
、
豊
里
）

三
位
　
第
三
チ
ー
ム
（
干
溝
、

　
　
　
荒
屋
、
山
崎
、
通
り
山
、

　
　
　
桔
梗
原
、
芋
川
新
田
）

（
応
援
賞
）

　
　
　
第
四
チ
ー
ム
（
清
津
峡
、

　
　
　
高
道
山
地
区
）

昭和63年8月10目㌍雨
、
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§
、

急ぐ

　
七
月
二
十
一
日
㈲
か
ら
八
月

二
十
日
㈹
ま
で
の
一
ヵ
月
間
に

わ
た
っ
て
、
　
「
夏
の
全
国
交
通

事
故
防
止
運
動
」
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
夏
の
暑
さ
に

よ
る
疲
労
、
夏
休
み
に
入
り
学

校
か
ら
の
解
放
、
帰
省
や
レ
ジ

ャ
ー
で
の
交
通
量
の
増
加
に
よ

る
夏
特
有
の
交
通
事
故
の
多
発

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
事
故
を
起
し
て
悔
い
の
日
々

を
送
っ
て
い
る
加
害
者
や
一
家

の
大
黒
桂
を
失
い
途
方
に
暮
れ

て
い
る
家
族
が
全
国
に
は
沢
山

い
ま
す
。

　
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ

ー
を
守
り
安
全
運
転
に
心
が
け

交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
村
づ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●飲酒・過労・暴走運転の追放

　ロ飲酒運転は絶対にやめましょう。

　ロ眠気を感じたときは安全な場所で休憩をとりましょう。

　ロ高速暴走運転はやめましょう。

●子ども、高齢者の事故防止

　ロ道路への飛ぴだしはやめましょう。

　ロ道路を渡るときは左右の安全を確めてから渡りましょ

　　つ。

　口運転者は歩行者や自転車利用者の動静に注意しましょ

九

運
動
闘
重
饗

●二輪車事故の防止

　ロ交差点では左折車に巻込まれないよう注意しましょう。

　ロ交差点、カーブの手前でスピードを落しましょう。

　ロヘルメットを正しく着用しましょう。

「安全運転をお願いします」

食
中
毒
の
六
割
が

　
　
　
　
　
夏
季
に
集
中

　
夏
は
食
中
毒
の
発
生
し
や
す

い
季
節
。
食
中
毒
件
数
の
六
〇

％
が
、
七
月
か
ら
九
月
に
集
中

し
て
い
ま
す
。

　
食
中
毒
の
発
生
要
因
も
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
冷
蔵
庫
の

”
過
信
”
に
よ
る
食
中
毒
も
頻

発
し
て
い
ま
す
。
　
「
冷
蔵
し
て

い
る
の
だ
か
ら
食
品
は
い
た
ま

な
い
し
、
ま
し
て
食
中
毒
な
ん

て
…
…
」
と
思
わ
れ
る
方
も
多

い
で
し
ょ
う
が
、
冷
蔵
庫
は
絶

対
に
安
全
な
場
所
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

庫
内
の
温
度
は

　
　
　
　
　
一
〇
度
以
下
に

　
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
や
ブ
ド
ウ
球

菌
な
ど
食
中
毒
を
引
き
起
こ
す

細
菌
は
、
気
温
一
〇
度
を
越
え

る
と
徐
々
に
増
殖
を
は
じ
め
ま

す
。
五
度
以
下
な
ら
ま
ず
安
心
。

で
す
か
ら
冷
蔵
庫
の
中
は
、
少

な
く
と
も
一
〇
度
以
下
に
保
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
庫
内
の
温
度
を
上
げ
な
い
た

め
に
、
夏
場
、
特
に
注
意
し
た

い
の
が
冷
蔵
庫
の
ド
ア
の
開
閉

で
す
。
一
度
冷
蔵
庫
を
開
け
る

と
、
庫
内
の
温
度
は
グ
ン
と
上

が
り
ま
す
。
外
の
気
温
が
一
八

度
の
と
き
で
さ
え
、
ド
ア
を
十

秒
開
け
て
お
く
だ
け
で
、
庫
内

の
温
度
は
五
度
も
上
が
り
ま
す
。

　
「
何
を
取
り
だ
そ
う
か
な
あ
」

と
ド
ア
を
開
け
て
考
え
て
い
る

数
秒
の
間
に
、
細
菌
は
じ
わ
り

じ
わ
り
と
活
動
を
は
じ
め
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
も
、
ド
ア
の
開
閉
は
で
き

る
だ
け
回
数
を
減
ら
し
、
開
け

て
い
る
時
間
も
短
く
し
ま
し
ょ

う
。

6

詰め込みすぎの

落とし穴

　
肉
や
魚
な
ど
を
む
き
出
し
の
ま
ま
、
く
っ
つ
け

て
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ら
の
食

品
は
、
食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
細
菌
が
表
面
に
つ

き
や
す
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ラ
ッ
プ
な
ど
で
包
ん

だ
り
、
ふ
た
付
き
の
容
器
に
入
れ
る
な
ど
し
て
緬

菌
の
相
互
汚
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
庫
内
ぬ
食
品
を
詰
め
込
み
す
ぎ
蚤
と
冷

気
の
循
環
が
悪
く
な
り
、
食
ロ
醐
が
よ
ぐ
冷
滅
な
く

な
る
の
で
注
轡
心
し
て
く
だ
さ
い
。

　
中
里
中
学
校
陸
上
選
手
は
、

各
大
会
で
好
成
績
を
上
げ
て
い

ま
す
が
、
去
る
、
七
月
二
十
日

新
潟
市
で
行
わ
れ
た
中
学
通
信

　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
く

　
　
　
　
　
　
鷺
龍

　
　
　
　
　
　
．
奪
難
右

　
　
　
　
　
　
㌔
．
繋
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
魅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
さ

　7月17日、村民グランドで第7回村

老人クラブ連合会ゲートホール大会が

行われました。

　この大会には．村内から16チームが

参加。決勝トーナメントには予選4フ

ロックの上位各2チームずつの8チー

ムが出場し、実力伯仲の中で熱戦を繰

り広げました。

優勝　宮中共和会　2位　千曲会A

（小原）　3位　臼寿会（田中・桂）

陸
上
大
会
で
三
人
の
選
手
が
全

国
大
会
参
加
標
準
記
録
を
突
破

し
、
見
事
全
国
大
会
へ
の
キ
ッ

プ
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　
晴
れ
の
全
国
大
会
に
出
場
さ

れ
る
選
手
は
、
斎
喜
直
く
ん
（
二

年
一
五
〇
〇
m
）
、
富
井
徹
く

ん
（
一
年
一
五
〇
〇
m
）
、
樋

口
あ
け
み
さ
ん
（
共
通
八
O
O

m
）
で
す
。

　
北
信
越
大
会
（
八
月
四
日
、

金
沢
市
）
と
全
日
本
中
学
校
大

会
（
八
月
二
十
日
～
二
十
一
日
、

郡
山
市
）
で
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
中
越
地
区
陸
上
競
技

大
会
兼
県
選
抜
総
合
体
育
大
会

予
選
及
び
県
総
合
体
育
大
会
も

行
わ
れ
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

第一ゲート通過するか？

八三一（O〃O〃五　中

○OO越mOO大　　　ム　m　m（コ寓①⑤②④③順）

　　位樋山富富斎）
口田井井喜
あ

け貴貴
み隆浩浩直

励

基金

八
O
O
m
⑧
竹
藤
さ
ゆ
り

三
段
跳
　
⑧
斎
藤
浩
俊

（
県
大
会
）

　
　
　
　
（
順
位
）

一
五
〇
〇
阻
⑤
斎
喜
　
　
直

三
〇
〇
〇
m
②
富
井
貴
浩

八
○
O
m
③
樋
口
あ
け
み

村
体
育
協
会
（
会
長
関
正
利
）

で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め

灘
欝
撚
欝
会

　「操作始め！∫ヨシ！」大きな号札

と共に速さと正確さを競うポンブ操法

競技大会が、去る7月31目田沢小グラ

ンドで行われました。村内から小型ボ

ンブ8チーム，目動車2チームが出場。

　消防団員の意気の合った動きに、日

ごろの練習の成果がうかがえました。

（小型ポンプの部）優勝　下山チーム

ニ位　高道山チーム　三位　山崎チー

ム（自動車ボンブの部）優勝　第一班

がんばってきて下さい

に
「
村
民
優
秀
競
技
者
激
励
基

金
」
を
設
け
、
村
を
代
表
す
る

優
秀
な
選
手
を
激
励
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
全
村
民
を
対
象
と

す
る
も
の
で
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ

で
活
躍
し
、
全
国
大
会
へ
の
出

場
者
に
対
し
て
激
励
金
が
送
ら

れ
ま
す
。

　
そ
の
第
一
号
は
、
八
月
神
戸

市
で
開
か
れ
る
全
国
高
校
総
合

体
育
大
会
の
陸
上
五
千
メ
ー
ト

ル
に
出
場
さ
れ
る
山
崎
の
山
本

秋
彦
君
（
十
日
町
高
校
三
年
）

で
、
七
月
二
十
六
日
、
会
長
か

ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
本
君
は
、
中
学
三
年
か
ら

今
ま
で
ス
キ
ー
（
距
離
）
や
駅

伝
で
大
活
躍
し
、
四
回
も
全
国

大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

墜簾

見事な演技を披露した下山チーム

昭和63年8月10日広報噸かマこ7



　　　　　　　　　　　◆

廻渇躍細
全
◆

農協バレー部1
　　　　　　全
　　　　　　◆
　　　　　　き部長　　　　　◆
富井　寛さん1
　　　　　　‡

新潟県農協親善球技大会に出場

するために、一昨年、中里村農協

バレー部を結成しました。現在部

員の数は男14人、女8人の計22人

最後の札所前でハイポーズ

です・練習は髄水匙顧時か1がは方急を師し田学月
ら中里中学校体育館で行っていま　　6大　’法車迎にた沢級二
す。主な大会は県の親善球技大会

と郡市親善大会の2つがあり．特
に郡市大会は8月末にあるわけで

すが、優勝を目指して今一番練習

に熱が入っています。

農協といっても、それぞれ職場

が違うので、何よりも職員のつな

がりを緊密にできるという点で，

バレーボールは大いに役立ってい

ます。

‘こた置ど二　しれ婦
もと時の救人講ま’人七

所
の
智
泉
寺
（
十
日
町
市
）
を
皮
切
り

に
、
十
日
町
・
中
魚
に
あ
る
札
所
を
次

々
と
巡
り
、
今
年
六
月
に
最
後
の
大
慶

院
（
十
日
町
市
）
で
締
め
く
く
り
ま
し

た
。
こ
の
中
に
村
内
の
札
所
は
、
泉
龍

寺
、
白
羽
毛
、
倉
下
、
角
間
、
清
田
山
、

田
代
、
重
地
、
東
光
寺
、
阿
寺
、
宮
中
、

堀
之
内
、
慈
眼
寺
の
十
一
一
カ
所
が
あ
り

ま
す
。

応急処置は適切に
　　田沢地区婦人学級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
年
農
業
士
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
中
学
生
と
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
村
青
年
農
業
士
会
で
は
去
る
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
日
、
中
学
生
か
ら
村
の
農
業
を
知
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
も
ら
お
う
と
交
流
会
を
行
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
参
加
し
た
中
里
中
の
生
徒
十
五
人
n

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
村
内
の
主
な
農
作
物
の
作
付
状
況
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
学
し
た
後
、
小
松
原
開
発
畑
で
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脈
　
キ
ュ
ー
を
囲
み
ク
イ
ズ
な
ど
で
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
が
ら
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

什
難
㌶
翼
　
露
揃

地
区
の
婦
人
六
十
人
が
参
加

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎏
　
　
、
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鵡
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
日
町
広
域
消
防
署
の
職
員
　
　
　
　
・
毒
脚
　
　
　
　
　
、
，
㌔
曽
．
κ
ド

え
、
脈
の
見
方
、
止
血
法
な
　
　
　
’
　
硫
，
・
　
　
、
　
　
　
　
　
’
　
、
、

が
瑠
る
璃
応
急
処
融
講
、
　
㍉
轡

を
学
び
ま
し
た
ケ
ガ
を
し
　
礫
霧

適
切
な
処
置
を
早
め
に
行
う
　
　
　
、
罵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
ル

切
と
説
明
し
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
．
’
、
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
禦
轡

一
冨
．
◆
・
毒
．
◆
・
一
…
．
◆
己
一
宮
．
◆
・
騨
…
◆
・
毒
◆
色
冒
◆
・
一
一
一
曹
．
◆
己
冒
＝
．
◆
・
量
．
◆
邑
一
？
◆
も
・
◆
『
考
・
◆
皇
一
・
◆
一
毒
・
◆
，
一
畢
◆
’
一
一
？
◆
』
…
7
◆
■
嘉
マ
◆
匙
？
◆
、
邑
7
’

わたし農業大すき

一

　　　　　エず　ら　　
自転車は正しい乗り方から

謬交

通
ル
ー
ル
を
蓬
誕
馨

　
四
年
か
け

　
妻
有
鵬
番
札
所
巡
り

　
泉
龍
寺
梅
花
講
（
代
表
服
部
シ
ゲ
ノ
）

の
み
な
さ
ん
は
、
四
年
か
け
て
妻
有
百

三
十
三
番
札
所
巡
り
を
、
見
事
に
成
し

遂
げ
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
六
十
年
九
月
に
最
初
の
札

　
夏
の
全
国
交
通
事
故
防
止
運
動
期
間

中
の
七
月
二
十
七
日
、
中
魚
沼
郡
・
十

日
町
市
交
通
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
主

催
で
第
一
回
交
通
安
全
児
童
自
転
車
大

会
が
十
日
町
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
郡
市
内
の
小
学
校

か
ら
十
校
が
参
加
。
五
、
六
年
生
対
象

に
一
校
四
人
一
組
で
自
転
車
の
正
し
く

安
全
な
乗
り
方
の
知
識
と
技
能
走
行
テ

ス
ト
を
競
い
ま
し
た
。

　
村
内
か
ら
は
、
田
沢
、
高
道
山
小
学

校
が
出
場
し
健
闘
し
ま
し
た
。
選
手
た

ち
は
正
し
い
知
識
と
安
全
な
行
動
を
身

に
つ
け
ま
し
た
。

9

、

ワリきっかけは

山
田
勝
巳
　
刺

　
　
美
智
子
さ
ん
値
⑩

　　　　・・り友達の紹介で十日町の喫茶店で

　　　会ったのが最初でした。
第一印象は……りもう10年以上も前だから？。ワ

　　　赤いスリムのズボンで350ccのバイク

　　　に乗りキザな人だなあと思いました。
子育てのモットーは……りこの素晴しい自然の中

　　　で伸び伸び育ってほしい。ワ人に迷惑

　　　をかけない思いやりのある子になって

　　　もらいたいですね。
お互いへの要望は一…り言うことないけど健康に

　　　は注意してほしいです。り健康のため

　　　に酒、タバコ、？、を控えてもらいた

　　　いですね。
村への要望は……り将来を見通した村づくりをや

　　　ってほしい。年に1度くらい村長さん

　　　が全集落を回り村民と対話してもらい

　　　たい。ワ村内には家族連れで楽しく遊
　　　べる施設がないので他町村に誇れるも

　　　のを作ってもらいたいですね。

　
　
　
　
ひ
　
ぱ
　
　
　
さ
い
じ
ょ
う

広
島
県
比
婆
郡
西
城
町

　
広
島
市
か
ら
島
根
県
松
江
市

に
向
う
J
R
芸
備
線
の
県
境
近

く
、
そ
し
て
名
神
高
速
よ
り
入

る
中
国
縦
貫
道
の
沿
線
に
私
の

ふ
る
さ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
人
口
七
千
人
弱
の
山
と
川
に

囲
ま
れ
た
静
か
な
山
村
で
す
。

ほ
と
ん
ど
が
兼
業
農
家
で
、
近

　　　わたしの

遮li…i灘

　
　
　
　
　
　
み
　
よ
し

く
に
庄
原
市
、
三
次
市
と
い
う

街
が
あ
り
、
積
雪
も
五
、
六
〇

セ
ン
チ
な
の
で
冬
の
通
勤
も
そ

う
苦
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
が

こ
ち
ら
と
大
き
く
違
い
ま
す
。

　
学
卒
後
、
大
阪
で
の
十
二
年

間
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
に
別

れ
を
告
げ
る
要
因
と
な
っ
た
の

は
、
盆
、
正
月
と
帰
郷
の
度
に

車
窓
よ
り
眺
め
る
緑
を
背
に
広

い
庭
が
あ
り
亙
屋
根
の
風
格
あ

る
構
え
の
家
並
の
風
景
と
、
大

阪
の
雑
然
と
し
た
住
宅
環
境
を

比
較
し
た
時
、
次
の
世
代
の
た

め
に
も
自
分
と
同
じ
よ
う
な
環

境
を
与
え
て
や
り
た
い
と
念
じ

て
い
た
か
ら
で
す
。

　
大
阪
時
代
に
全
国
を
旅
し
、

様
々
な
田
舎
の
風
景
と
暮
し
を

見
て
き
て
縁
あ
っ
て
と
の
地
に

き
ま
し
た
。
山
と
水
と
落
着
い

た
家
の
た
た
ず
ま
い
、
こ
れ
こ

そ
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
安

ら
ぎ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　　　⑩
倉俣小学校　4年生

桑原和美さん

7月に取りこわしになった木造

校告の絵です。なくなってしまう

ということで4年生全員が校舎の

絵を描きました。この絵でむずか

しかったところは￥ガラス窓と、

バックの木の色の出し方です。

雛灘灘難灘灘
広田憲幸くん（2歳）
敏一．正子夫妻の長男（備）⑩

広報鴫∂O’マ　と　　昭和63年8月10臼

ぽくね、野球が大好きなんだ。

テレビはマンガよりもブロ野球を

見ているよ。それと時々お父さん

からバイクやトラクターに乗せて

もらうんだ。とっても楽しいよ。

お田さんは健康で思いやりのある

子に育ってほしいと言ってるよ。

8

、
S
、



為畷凱
　　　　　ε奮俣．26痴
　　　　ヤ

灘講畷
　東京の建築設計の専問学校を

卒業して、家の建築板金屋を手

伝っている。趣味は寝ることと

ドライフ。それと貯金。他にも

深入りしない程度にいろいろや

っている。今楽しいことは、仲

問と飲んだり食べたりしながら

騒ぐこと。性格はまがった事が

大嫌い。夢は自分でベンション

を建てて経営すること。理想の

女性は明るくて家庭的な人。村

への要望は季節を問わず、個人

でも団体でも利用できるような

大きなスポーツ施設がほしい。

戦後、ソ連又はモンゴルの地域に

　おいて強制抑置された皆様へ

町立ゆきぐに大和総合病院

費　0257－77－2111

μ擦官募響
　　　　　　　　ζ＿案内

　昭和63年度新潟県男子警察官（高卒）

を次の要領で募集しています。

■受付期聞　7月13日～9月8日

■第1次試験日　9月25日（日）

■受験資格

　昭和36年4月2日から昭和46年4月

1日までに生まれた男子で、高等学校

卒業程度の学力を有する人。

　ただし大学（短期大学を除く）を卒

業した人、または64年3月31日までに

卒業見込みの人は受験できません。

■受験申し込み用紙は警察署または駐

在所にありますのでお申出ください。

餌
年
中
里
村
職
員
採
用
の
ご
案
内

旧
職
種
及
ぴ
募
集
人
員

　
　
心
般
行
政
事
務
職
員
（
初
級
）
　
若
干
名

職
貝
採
用
初
級
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

■
受
験
資
格
　
昭
和
四
十
年
四
月
二
日
か
ら
四
十

　
　
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
人

ロ
申
込
受
付
期
間
　
八
月
十
日
～
八
月
二
十
五
日

露
第
聯
次
試
験
　
十
月
二
日
㈲

申
込
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
総
務
課
ま

で
問
合
せ
下
さ
い
。

翼覇鶴麗覇鰯麗麗灘

　このたぴ、平和祈念事業特別基金等

に関する法律が成立し、同法に基づい

て戦後、ソ連またはモンゴルの地域に

おいて、強制抑置された人で日本に帰

還した戦後強制抑留者またはその遺族

に慰労品（書状、銀杯）を贈呈すると

ともに、これらの人たちのうち年金恩

給等を受給していない人には、更に慰

労金として10万円を支給することとな
りました。

　慰労品の贈呈及び慰労金の支給は請

求に基づいて行うこととしてお皇）ます。

請求書類が役場住民課にあ1）ますので

お申出ください。

※請求期限　昭和68年3月31日

善意をありがとう
■古切手寄付

通り山　樋ロヒサさん

葎　沢　山本政雄さん

■香典返し

田　中　関谷慈源さん　50，000円

落し物のお知らせ
　中里中学校体育館に体操服の上着が

落ちていました。色は黒、サイズはM

で腕の部分にSTACKYと書いてあり
ます。お気づきの人は公民館に取りに

来てください。

8
月
1
6
日
は
成
人
式
で
す

■
日
時
　
午
前
九
時
受
付
　
午
前
十
時
～
午
後
一
時

■
会
場
　
村
総
合
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　
昭
4
2
年
4
月
2
日
～
4
3
年
4
月
1
日
生
れ

■
記
念
講
演

　
　
　
講
師
　
元
十
日
町
小
学
校
長
　
桑
原
昭
三
氏

　
　
　
演
題
　
　
「
2
0
歳
の
今
、
君
は
何
を
考
え
る
か
」

　
申
し
込
ん
で
い
な
い
人
で
も
、
当
日
参
加
で
き
る

人
は
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

〆

韓内に残る善光寺街道を歩いてみませんか

少年の主張大会開催の

　　　　　お知らせ
新潟県少年の主張大会第9回十日町、

中魚沼地区大会が次のとおり開催され

ます。発表は郡市内の各中学校代表10

人により行なわれます。入場は無料で
す。

■日時

　8月19日㈹　午後1時30分～4時30分

■場所　十日町市民会館大ホール

北陸地方建設局30周年記念

　「湯沢砂防建設展Jのご案内

　昭和33年6月1日に北陸地方建設局
が設置されて、本年は30周年に当って

います。

　これを契機として、湯沢砂防工事事

務所が行ってきた事業の成果を振り返

えるとともに、広く一般に理解を深め

ていただくことを目的として、　「湯沢

砂防建設展」を開催します。

呼吸不全（低肺機能）教室

　肺結核を手術で治した人や、肺気腫、

慢性気管支炎、塵肺、気管支喘息など

で、息切れ、動悸、タン、風邪をひき

やすく治りにくいと悩む患者と、その

家族の為に、正しい医学知識やリハビ

リを学ぶ勉強会が開かれます。参加費

は無料です。

■日時　10月1日㈹

　　　午後1時30分～4時30分
旧場所　南魚沼郡大和町大字浦佐

　村史編さん室では、村内の旧善光寺

街道を歩いて当時をしのび、忘れ去ら

れようとしている場所や地名をたどっ

てみようと計画しています。この機会

に、みなさん歩いてみませんか。

■日時

■申込

8月27日（土）午前8時30分総

合センター前集合　雨天決行

8月20日までに村史編さん室

へ

■詳細は後日配布されるチラシをごら

ん下さい。

■日時　8月19日働～8月24日㈱

　　　午前8時30分～午後5時
■場所　津南町文化センター

■内容　写真パネル展示、ビデオ上映

■問合せ先

北陸地方建設局湯沢砂防工事事務所

調査課　台0257－84－2263

■日時　9月5日（月）

　　　午後1時～3時30分
■場所　田中の一部

霧省養のみな：さんへふるさとはづらっフォーラものご案内

　毎年8月になると村の人口を上まわ

る帰省客が訪れます。この機会に帰省

客のみなさんと一緒に村の将来を考え

てみませんか。詳しくは役場開発課へ。

■期日　8月16日（幻

■内容①「ふるさとバス」で村内めぐり

　　　午前8時30分～午前11時30分

　　　総合センター前集合

　　②ふるさと講演会

ただ今

工事中

　午前1時～午後2時30分
　会場　中里村農協本所

　テーマ　ふるさと・リゾート

　　　　そして・中里
③提言フォーラム

　午後2時30分～午後4時30分
　会場　中里村農協本所

　村づくりへのアイディアコ
　ンを実施します。

工　事　名 場　所 工事費 業　者 発了予定β

田沢地区体育館改修 田中 　　万円1，450 ㈲瀬切建設 完了済

村道芋沢大原線改良 芋沢 1，150 ㈲鈴木土建 11月1日

村遵重地小出線災害防除 小出 1，750 グリーン産業㈱ 12月8日

村道倉下土倉線改良 倉下 1，300 ㈲星野建設 10月19日

程島梼造改善セン外建築 程島 1，280 東木材 10月27日

林遵搬沢線交通安全施設 小出 380 新潟植生㈱ 10月3日

林道角間土倉線開設 角間 710 ㈲鈴芳建設 11月2日

O

麟
爵
働
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ロ
！
の
止

　
　
「
氷
」
と
い
う
文
字
に
、
涼
し
　
　
　
ン
の
よ
う
ρ

気
な
波
な
ど
を
あ
し
ら
っ
た
「
氷
　
　
　
る
の
で
す
。

籏
」
が
店
先
に
つ
る
さ
れ
て
い
る
　
　
　
夏
に
氷
ヵ

　
の
は
、
ま
さ
に
夏
の
風
物
詩
で
す
。
　
　
は
昔
か
ら
の

凶
　
そ
の
氷
旗
を
見
て
、
子
供
た
ち
　
　
紀
に
も
、
楠

が
「
あ
っ
、
フ
ラ
ッ
ペ
の
店
が
あ
　
　
存
し
た
こ
レ

る
」
と
言
っ
て
い
る
の
を
氷

罪
㌶
　
繍

た
り
　
果
物
な
ど
を
飾
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
力
山

た
も
の
を
い
う
よ
う
で
す
。
た
し
　
　
　
が
今
で
は
、

か
に
そ
の
店
で
は
、
発
泡
ス
チ
ロ
　
　
で
作
ら
れ
ス

．
i
ル
の
器
に
か
き
氷
を
入
れ
、
派
　

か
き
氷
器
酔

　
　
　
　
繍
欝
懇

　
　
　
　
煮
…
置
　
　
世
に
つ
撃

　
　
　
　
　
　
　
　
一
匿
　
　
　
　
す
ね
．

　
　
　
　
　
　
　
　
【

壽鵬う■夢

太
織
美
理
　
　
大
紀
史
也
希

　
　
　
　
孝
健
　
津

涼
梓
萌
大
　
　
真
奈
聡
一
紗

（草弼広暁）

（太島喜一）

（桑原　勇）

（廣田公男）

（熊倉　　久）

（井ノ川政一）

（村山　勝利）

（羽鳥敏之）

（河村　雅明）

（服部　一利）

（樋口勝彦）

墓5霧惑こ圏

｛吉楽　　茂　アリム・ルドヴィス・

　　　ジャネット

出
沢
俣
溝
俣
寺
沢
敷
内
沢
屋

　
　
　
　
　
来
　
屋
之

小
芋
倉
干
倉
如
田
新
堀
田
荒

慧
宮　　中

フィリピン

欝．．團轡

ト
八
善
ヨ
政
寛
ミ
サ
フ
久
ケ
サ
新

口
田
嶋
口
原
島
島
喜
谷
木
部
橋
鳥

樋
廣
太
大
桑
大
太
斎
関
鈴
阿
高
羽

ク（86）朴木沢

郎（68）田

市（57）芋

リ（70）重

義（78）倉

吉（97）干

ネ（73）芋

ン（84）倉

ジ（86）田

夫（40）角

中
沢
地
俣
溝
沢
俣
中
間

今月の納税と振替日

■村県民税

（振替日）

（2期分）　8月31日

5国民健康保険税（8月分）　8月31日

■国民年金保険料（8月分）　8月25日

■保育料 （8月分）　8月25日

※工事費100万円以上の建設工事です。　（％～％入札分）

を
珍
重
し
て
食
べ
た
の

の
こ
と
で
す
。
日
本
書

地
面
を
掘
っ
て
氷
を
保

と
が
載
っ
て
お
り
、
削

（
け
ず
り
ひ
）
は
、
宴

の
献
立
と
し
て
出
さ
れ

い
た
よ
う
で
す
。

保
存
し
た
天
然
氷
を
使

た
氷
水
の
店
は
明
治
の

じ
め
こ
ろ
か
ら
あ
り
、

治
中
期
か
ら
は
人
工
氷

出
回
り
ま
し
た
。
そ
れ

、
氷
は
家
庭
の
冷
蔵
庫

る
よ
う
に
な
り
、
電
気

は
、
お
中
元
の
品
と
し

が
あ
り
ま
す
。

（
懐
古
）
ブ
ー
ム
で
氷

見
か
け
ま
す
が
、
氷
も

て
変
わ
っ
て
い
る
の
で

清
涼
飲
料
を
か
け
た
フ

売
っ
て
い
ま
し
た
。
ス

先
が
開
い
て
、
ス
プ
！

に
な
っ
た
も
の
で
食
べ

サ（78）高道山

タ（95）新屋敷

平（47）本屋敷

鐵纐喚鋤鞭鞍
「気をつけて」

　朝の」言忘れずに

●飲酒運転検挙者数　8人

●無免許運転違反　　2人

●事故発生件数 3件

●死亡事故ゼロ　234日

（7月末累計）

π 広報かかで～ 昭和63年8月10日
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